
今 号 の 主 な 記 事

〒106-0032  東京都港区
六本木７丁目15番26号
全日本海員組合本部
発行人　齋藤　洋
ＴＥＬ  03-5410-8329
ＦＡＸ  03-6910-5339
定価１部 50円

（組合員の購読料は組合費に含む）

2025年（令和７年）
６月5日

本紙は毎月5・15・25日発行

（昭和25年8月24日第三種郵便物認可）第3087号

イカ釣り漁船が八戸港と小木港から
北太平洋の漁場へ向けて出港
新潟県新発田市の中学校で
船と船員の仕事を伝える

2 面

3 面

　
６
月
３
日
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
で
体
験
乗
船
を
通
じ
て
海
や
船
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
本
組
合
の
大
阪
支
部
が
企
画
・
主
催
し
た
「
船
員
を
目
指
そ
う
！
フ
ェ
リ
ー
あ

い
体
験
航
海
」
を
開
催
し
、
和
歌
山
県
白
浜
町
の
白
浜
町
立
第
一
小
学
校
６
年
生
22
人
と
、
白

浜
町
立
白
浜
第
二
小
学
校
６
年
生
10
人
が
参
加
し
た
。

　
後
援
と
し
て
、
白
浜
町
教
育
委
員
会
、
近
畿
運
輸
局
、
近
畿
海
事
広
報
協
会
、
近
畿
旅
客
船

協
会
、
そ
し
て
南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
全
面
協
力
の
下
、
関
西
地
方
支
部
管
内
執
行
部
と

職
場
委
員
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
。　
　

和
歌
山
県
白
浜
町
立
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
の
児
童

和
歌
山
県
白
浜
町
立
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
の
児
童
3232
人人

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
の
体
験

航
海
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
だ

っ
た
た
め
、
開
会
式
は
フ
ェ
リ
ー

乗
船
口
付
近
の
待
合
所
で
行
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
平
岡
英
彦
中
央
執

行
委
員
が
「
今
日
は
、
実
際
に
フ

ェ
リ
ー
に
乗
船
し
て
、
操
舵
室
見

学
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
体
験
で
き
ま
す
。

今
日
一
日
、
け
が
の
な
い
よ
う
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
主
催
者
代
表

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
三
浦
真
一

近
畿
運
輸
局
海
事
振
興
部
次
長
、

小
林
敏
二
南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
児
童
代
表
の
西
山
芽

依
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

平
岡
英
彦
中
央
執
行
委
員
か
ら
は
、

記
念
の
帽
子
を
贈
呈
し
た
。
そ
の

後
、
児
童
た
ち
は
３
班
に
分
か
れ
、

南
海
フ
ェ
リ
ー
の
「
フ
ェ
リ
ー
あ

い
」
に
乗
船
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
体
験
し
た
。

　
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
の
出
港
時
に

は
、
橋
本
結
陽
さ
ん
が
児
童
を
代

表
し
て
船
長
の
制
服
を
身
に
ま
と

い
、
子
ど
も
船
長
と
し
て
出
港
の

号
令
や
出
港
後
の
操
舵
指
示
を
出

す
な
ど
船
長
の
手
伝
い
を
行
っ
た
。

ま
た
、
操
舵
室
見
学
で
は
、
児
童

た
ち
は
乗
組
員
か
ら
レ
ー
ダ
ー
や

船
内
指
令
装
置
な
ど
の
説
明
を
受

け
る
と
、
双
眼
鏡
を
手
に
、
遠
く

の
船
や
景
色
を
確
認
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
で
は
、
船

の
作
業
で
基
本
と
な
る
「
巻
き
結

び
」「
本
結
び
」「
も
や
い
結
び
」

を
教
わ
り
、
児
童
た
ち
は
上
手
に

結
べ
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
み
な

が
ら
楽
し
く
学
び
、
全
員
が
結
び

方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。

　
ま
た
、
班
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会

で
は
、
海
や
船
に
関
す
る
問
題
が

出
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
班
の
仲
間

と
真
剣
に
考
え
、
問
題
に
答
え
た
。

　
操
舵
室
見
学
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

体
験
、
ク
イ
ズ
大
会
、
３
つ
の
体

験
学
習
を
終
え
た
後
、「
フ
ェ
リ
ー

あ
い
」
の
清
水
良
洋
船
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

ク
イ
ズ
大
会
の
結
果
発
表
が
行
わ

れ
、
な
ん
と
二
つ
の
班
が
全
問
正

解
し
た
た
め
、
最
後
は
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
順
位
を
決
め
る
な
ど
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
そ
の
後
の
入
港
準
備
で
は
、
坂

口
明
日
馬
さ
ん
が
児
童
を
代
表
し
、

子
ど
も
船
長
と
し
て
操
舵
室
で
船

長
業
務
を
手
伝
っ
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
が
和
歌
山
港
に
着
桟

し
た
後
、
船
内
で
昼
食
を
済
ま
せ
、

閉
会
式
を
行
っ
た
。
浦
隆
幸
関
西

地
方
支
部
長
が
「
今
回
の
体
験
乗

船
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が
中
学
生
、

高
校
生
に
な
り
進
路
を
決
め
る
際
、

船
員
職
業
を
一
つ
の
選
択
肢
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
児
童
代
表
の
中
村
光
希

さ
ん
と
白
浜
町
立
白
浜
第
一
小
学

校
の
嶝
口
智
一
校
長
先
生
か
ら
お

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
最
後

に
児
童
全
員
に
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
下
船
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
一
日
お
世
話
に

な
っ
た
感
謝
を
込
め
「
フ
ェ
リ
ー

あ
い
」
の
出
港
に
全
員
で
手
を
振

っ
て
見
送
り
、
体
験
乗
船
を
終
了

し
た
。

和歌山港と和歌山港と
徳島港を結ぶ徳島港を結ぶ
フェリーあいフェリーあい
に乗船に乗船

三浦真一近畿運輸局
海事振興部次長 嶝口智一校長先生平岡英彦中央執行委員　

小林敏二南海フェリー
株式会社代表取締役社長

フェリーあいフェリーあいフェリーあい

船員船員をを
目指そう！目指そう！フェリーあいフェリーあい体験航海！体験航海！

操舵室見学操舵室見学操舵室見学
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青森県八戸港と石川県小木港から

イカ釣り漁船が出港

　
風
薫
る
５
月
５
日
、
五
月
晴
れ

の
祝
日
（
子
ど
も
の
日
）
に
、
大

漁
旗
を
は
た
め
か
せ
て
、
八
戸
港

か
ら
中
型
イ
カ
釣
り
漁
船
の
船
団

が
出
漁
し
た
。
北
太
平
洋
の
漁
場

で
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
の
豊
漁
を
目
指

す
出
漁
で
、
岸
壁
は
見
送
る
人
々

の
声
と
和
太
鼓
の
演
奏
で
あ
ふ
れ

た
。
八
戸
市
魚
市
場
の
、
主
力
魚

種
の
水
揚
げ
量
は
、
10
年
前
と
比

べ
サ
バ
が
84
％
減
、
イ
カ
が
71
％

減
と
不
漁
が
続
い
て
い
る
。
不
漁

が
長
引
く
ス
ル
メ
イ
カ
か
ら
、
安

定
し
た
漁
獲
が
見
込
ま
れ
る
ム
ラ

サ
キ
イ
カ
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

豊
漁
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
八
戸
地
区
の
中
型
イ
カ
釣
り
漁

船
は
５
月
５
日
に
11
隻
、
７
日
に

２
隻
、
11
日
に
５
隻
が
ム
ラ
サ
キ

イ
カ
漁
に
向
け
出
港
し
た
。

　
５
日
に
行
わ
れ
た
株
式
会
社
ヤ

　
晴
天
の
中
、
時
折
り
吹
く
風
が

心
地
よ
い
５
月
８
日
、
石
川
県
漁

業
協
同
組
合
小
木
支
所
所
属
の
中

型
イ
カ
釣
り
漁
船「
第
88
興
洋
丸
」

と
「
第
31
永
宝
丸
」「
第
86
永
宝

丸
」
が
、
家
族
や
知
人
、
漁
業
実

習
生
仲
間
の
見
送
り
を
受
け
、
北

太
平
洋
東
沖
で
の
ア
カ
イ
カ
漁
に

向
け
て
、
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町

の
小
木
港
を
出
港
し
た
。

マ
ツ
谷
地
商
店
の
出
港
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
景
気
付
け
に
和
太
鼓
が

演
奏
さ
れ
、
組
合
員
の
家
族
や
関

係
者
が
集
ま
り
、
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
る
な
ど
賑
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　
各
船
は
正
午
を
過
ぎ
る
と
汽
笛

を
鳴
ら
し
、
演
歌
が
流
れ
る
中
、

五
色
の
テ
ー
プ
を
な
び
か
せ
な
が

ら
出
港
し
、
見
送
り
に
来
た
家
族

は
岸
壁
越
し
に
「
行
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」
や
「
気
を
つ
け
て
」
と
、

声
を
か
け
見
送
っ
た
。

　
近
年
、
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が
不

漁
の
た
め
、
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
漁
に

対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
日
付
変
更
線
付
近
ま
で
約
10

日
間
航
行
し
、
２
カ
月
間
程
度
操

業
を
行
い
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
帰
港
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
近
年
、
日
本
海
で
の
ス
ル
メ
イ

カ
漁
は
、
海
水
温
の
上
昇
や
海
況

変
化
の
影
響
な
ど
で
、
不
漁
が
続

き
、
昨
年
は
過
去
最
低
の
水
揚
げ

を
記
録
し
た
。
今
季
は
２
社
２
隻

が
イ
カ
釣
り
事
業
か
ら
撤
退
す
る

な
ど
、
国
内
有
数
の
イ
カ
の
水
揚

げ
を
誇
っ
た
小
木
地
区
の
中
型
イ

カ
釣
り
船
も
７
隻
と
な
っ
た
。

　
出
漁
に
あ
た
っ
て
船
主
や
漁
業

関
係
者
は
ア
カ
イ
カ
仕
様
の
た
め

の
艤
装
や
燃
料
油
な
ど
の
か
さ
む

経
費
に
、
不
安
を
払
拭
で
き
ず
に

い
る
状
況
に
あ
る
が
、
ス
ル
メ
イ

カ
不
漁
の
巻
き
返
し
を
図
る
べ
く

重
要
な
位
置
付
け
と
し
、
日
本
か

ら
３
０
０
０
〜
５
０
０
０
キ
ロ
離

れ
た
漁
場
で
活
路
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
る
。

　
５
月
５
日
に
は「
第
58
金
剛
丸
」

「
第
68
栄
成
丸
」
が
出
漁
し
た
。

小
木
地
区
の
残
る
２
隻
は
６
月
か

ら
日
本
海
へ
出
漁
す
る
。

　
漁
業
協
同
組
合
小
木
支
所
の
山

下
久
弥
運
営
委
員
長
（
第
58
金
剛

丸
船
主
）
は
、「
北
太
平
洋
の
ア
カ

イ
カ
豊
漁
へ
の
期
待
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
何
よ
り
も
乗
組
員
の
健

康
を
第
一
と
し
、
事
故
の
な
い
安

全
操
業
を
願
っ
て
い
る
」
と
出
漁

に
あ
た
っ
て
激
励
し
た
。

※
ア
カ
イ
カ
＝
ム
ラ
サ
キ
イ
カ

　
ア
カ
イ
カ
＝
和
名

　
別
名
で
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
と
い
う

八戸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

北陸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

北太平洋の北太平洋の
アカイカ漁に期待アカイカ漁に期待

北太平洋の漁場で北太平洋の漁場で
ムラサキイカを狙うムラサキイカを狙う
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外
国
と
の
貿
易
量
の
99
％
を
船
が
運
び

輸
送
手
段
も
エ
コ
ロ
ジ
ー
だ
と
知
っ
た

　
新
潟
支
部
は
、
北
陸
信
越
運
輸

局
か
ら
、
船
と
船
員
の
仕
事
に
関

す
る
出
前
授
業
の
講
師
依
頼
を
受

け
て
、
５
月
21
日
、
新
潟
県
新
発

田
市
立
川
東
中
学
校
２
年
生
31
人

重
要
な
こ
と
は
何
か
。

②
船
酔
い
し
な
い
た
め
の
方
法
を

教
え
て
欲
し
い
。

③
外
国
と
の
貿
易
量
の
99
％
を
船

が
運
び
、
他
の
輸
送
手
段
に
比
べ

エ
コ
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。

④
海
運
や
船
の
こ
と
は
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
が
、
写
真
や
動
画
で
説

明
し
て
く
れ
た
の
で
理
解
で
き

た
。
将
来
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ク
ル
ー

ズ
に
乗
っ
て
み
た
い
。

⑤
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
利
用
し

た
一
番
身
近
な
佐
渡
汽
船
の
船
の

仕
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、

次
に
佐
渡
汽
船
に
乗
船
す
る
と
き

は
、
も
っ
と
興
味
を
持
ち
乗
船
し

た
い
。
―
な
ど
の
質
問
や
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
授
業
に

対
す
る
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
中
学

校
で
の
船
と
船
員
の
魅
力
を
伝
え

る
出
前
講
座
を
終
了
し
た
。

の
生
徒
に
、
船
と
船
員
の
魅
力
を

伝
え
る
授
業
を
実
施
し
た
。
講
師

は
浅
野
忠
行
新
潟
支
部
長
と
中
川

貴
史
佐
渡
汽
船
株
式
会
社
海
上
部

門
職
場
委
員
が
担
当
し
た
。

　
学
校
で
の
授
業
は
５
時
限
目
に

浅
野
忠
行
新
潟
支
部
長
か
ら
「
海

運
の
重
要
性
」
と
し
て
社
会
科
授

業
と
併
せ
、
国
民
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
貿
易
貨
物
の
輸

出
入
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
海
上

輸
送
、
船
員
職
業
の
魅
力
と
厳
し

さ
、
女
性
船
員
の
活
躍
な
ど
を
伝

え
た
。

　
６
時
限
目
は
中
川
貴
史
佐
渡
汽

船
職
場
委
員
か
ら
「
船
で
働
く
」

と
題
し
、
佐
渡
汽
船
に
お
け
る
フ

ェ
リ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で

の
船
内
作
業
や
居
住
設
備
・
供
食

体
制
な
ど
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
の
写
真
や
動
画
を
活
用
し
詳
し

く
説
明
し
た
。

　
授
業
中
に
生
徒
か
ら
は
、

①
船
で
働
く
上
で
大
変
な
こ
と
や

新潟支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

中学２年生の授業で中学２年生の授業で
船と船員の仕事を伝える船と船員の仕事を伝える

新発田市立川東中学校新発田市立川東中学校新発田市立川東中学校

　
５
月
14
日
、
長
崎
県
南
島
原
市

の
布
津
町
漁
業
協
同
組
合
２
階
会

議
室
で
、
新
た
に
入
国
し
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
技
能
実
習
生
３
人
に

労
働
関
係
法
令
講
習
を
行
っ
た
。

　
講
習
は
実
習
生
の
元
気
な
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、
長
崎
支
部
の
執

行
部
が
講
師
を
務
め
、
①
全
日
本

海
員
組
合
の
活
動
内
容
②
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
日
本
の
文
化
や
習
慣
の

違
い
③
給
料
そ
の
他
の
報
酬
・
安

全
衛
生
な
ど
の
労
働
関
係
法
令
④

災
害
補
償
⑤
船
内
秩
序
⑥
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
安
全
保
護
具
の
着

用
義
務
―
な
ど
に
つ
い
て
講
習
を

実
施
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
技
能
実
習
生
は
陸
上

で
の
座
学
講
習
を
経
て
、
実
際
に

漁
船
に
乗
船
し
、
漁
業
技
術
や
知

識
の
取
得
に
向
け
た
実
習
を
行
っ

て
い
く
。

　
講
習
の
最
後
に
、
各
地
区
で
発

生
し
て
い
る
技
能
実
習
生
の
失
踪

や
事
故
の
実
例
を
示
し
て
、
脱
船

長崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

漁業技能実習生へ漁業技能実習生へ
労働関係法令講習を実施労働関係法令講習を実施

布津町漁業協同組合布津町漁業協同組合布津町漁業協同組合

　
２
０
２
５
年
６
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
企
業
単
位　
０
９
６　
高
松
地
区
汽
船
グ
ル
ー
プ

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
５
年
６
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
６
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
６
月
15
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
６
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
７
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
７
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

おけさ丸おけさ丸おけさ丸

ジェットフォイル・つばさジェットフォイル・つばさジェットフォイル・つばさ

出前授業のようす出前授業のようす出前授業のようす

船の仕事を説明する佐渡汽船の中川貴史職場委員船の仕事を説明する佐渡汽船の中川貴史職場委員船の仕事を説明する佐渡汽船の中川貴史職場委員

逃
亡
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
、
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
こ

と
な
く
、
実
習
期
間
を
満
了
し
、

母
国
へ
帰
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
激
励
し
、
困
っ
た
こ
と
や

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
海
員
組
合
に
連
絡
す
る
よ

う
伝
え
、
講
習
を
修
了
し
た
。

講習のようす

実習生との集合写真実習生との集合写真実習生との集合写真
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対
馬
丸
記
念
館

　
太
平
洋
戦
争
最
中
の
昭
和
19
年

７
月
、
サ
イ
パ
ン
島
の
日
本
軍
が

全
滅
し
、
い
よ
い
よ
沖
縄
が
戦
場

と
な
る
危
険
が
大
き
い
と
判
断
し

た
政
府
は
沖
縄
県
や
奄
美
大
島
・

徳
之
島
の
お
年
寄
り
・
子
ど
も
・

女
性
を
島
外
へ
疎
開
さ
せ
る
よ
う

指
示
を
出
し
ま
し
た
。

　
政
府
の
指
示
に
従
い
、
沖
縄
県

は
「
沖
縄
県
学
童
集
団
疎
開
準
備

要
綱
」（
沖
縄
県
の
子
ど
も
た
ち

を
県
外
へ
集
団
で
疎
開
さ
せ
る
準

備
の
決
ま
り
事
）
に
よ
り
学
校
単

位
で
疎
開
事
務
を
す
す
め
ま
す
。

多
数
の
兵
士
が
沖
縄
に
移
駐
し
大

量
の
食
糧
が
必
要
に
な
り
、
民
間

人
を
県
外
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
が

急
務
だ
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
、
沖
縄
・
鹿
児
島
間
の
海

域
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
潜
水
艦
が

出
没
し
、
日
本
の
船
が
攻
撃
を
受

け
沈
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
親
た

ち
は
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
沖
縄
に
と
ど

ま
れ
ば
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
を
受

け
る
危
険
も
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
疎
開
を
さ
せ
る
当
日
、
那

覇
港
に
待
っ
て
い
た
の
は
、
対
馬

丸
を
は
じ
め
と
す
る
貨
物
船
３

隻
と
２
隻
の
護
衛
艦
で
、
親
た
ち

は
こ
れ
ら
５
隻
か
ら
な
る
「
ナ
モ

１
０
３
船
団
」
を
不
安
な
気
持
ち

で
見
送
っ
た
の
で
す
。

　
対
馬
丸
は
、
民
間
徴
用
船
で

１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）
８
月

21
日
、
疎
開
船
と
し
て
那
覇
市
内

の
学
童
約
８
０
０
人
、
一
般
疎
開

者
、
船
員
な
ど
合
計
１
７
８
８
人

を
乗
せ
て
那
覇
港
を
他
の
２
隻
の

疎
開
船
と
共
に
護
衛
艦
２
隻
に
護

衛
さ
れ
長
崎
に
向
け
出
港
し
ま
し

た
。

　
翌
22
日
の
夜
、
鹿
児
島
県
悪

石
島
付
近
で
米
国
潜
水
艦
ボ
ー

フ
ィ
ン
号
の
魚
雷
攻
撃
に
よ
り
沈

没
。
お
よ
そ
１
５
０
０
人
の
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
り
、
生
き
残
っ
た

約
２
８
０
人
も
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。「
対
馬
丸
記
念
館
」

は
、
こ
の
悲
惨
な
体
験
を
通
じ
て
、

「
戦
争
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
」

と
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
戦
後
80
年
企
画
展
に
は
、
全
日

本
海
員
組
合
関
西
地
方
支
部
内
の

「
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」

も
協
力
団
体
と
し
て
参
画
し
、
６

月
21
日
（
土
）
は
、
全
日
本
海
員

組
合
の
元
中
央
執
行
委
員
の
平
山

誠
一
さ
ん
が
「
戦
没
船
を
記
録
す

る
こ
と
」
を
講
演
す
る
予
定
で
す
。

戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館

　
全
日
本
海
員
組
合
が
、
二
度
と

海
を
戦
場
に
し
て
は
い
け
な
い
、

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら「
海

員
不
戦
の
誓
い
」
の
も
と
、
海
の

平
和
を
希
求
す
る
運
動
を
展
開

し
、
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

８
月
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
全
日
本

海
員
組
合
関
西
地
方
支
部
内
に

「
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
今
な
お
海
に

眠
る
船
員
の
先
輩
諸
氏
の
追
悼
と

と
も
に
、
過
去
の
悲
劇
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
平
和
の
尊
さ
を
後
世

に
伝
え
て
い
ま
す
。「
戦
没
し
た
船

と
海
員
の
資
料
館
」
の
入
館
料
は

無
料
で
、
開
館
時
間
は
平
日
の
午

前
10
時
～
午
後
４
時
で
す
。

対
馬
丸
記
念
館
で
戦
後
80
年
の
企
画
展

疎
開
船「
対
馬
丸
」の
悲
惨
な
経
験
を
語
り
継
ぐ
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